
 

 

 

 

令和７年 6 月 26 日 

報道関係 各位 

                         名古屋市立大学 医学部事務室 

                                                        主幹 萩本 忍 

                                                         電話：052-853-8036 

 

 

 

 

 

文部科学省採択事業「医療的ケア児を支える学校看護師エンパワメントプログラム（名

古屋市立大学）」により、第２回「保育所・学校看護師エントリー・ベーシックプログラ

ム」、「第 1 回 保育所・学校看護師アドバンスドプログラム」を開催します。本プログラ

ムは、医療的ケアを必要とする子どもへの看護のなかでも、保育所・学校での看護に特化

したプログラムです。アドバンスドプログラムでは、保育所・学校看護師のなかでも、指

導的役割を担っている保育所・学校看護師を支援するために企画しました。保育所・学校

において指導的役割を担う看護師を対象とし、かつ自治体を横断して企画した本取り組み

は全国的にも非常に珍しいものです。 

つきましては、本プログラムを広く知っていただきたくご案内申し上げますとともに、

ぜひご取材いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

記 

 

第 2 回 保育所・学校看護師エントリー・ベーシックプログラム 

テーマ： 保育士・教諭と看護師が協働するとは？ 

日時 ： 令和 7 年 8 月２日（土曜日）9 時から 16 時 30 分 

場所 ： JP タワー名古屋 5 階、名古屋市立大学ミッドタウン名駅サテライト 

対象者： エントリープログラム 

保育所・学校看護に興味がある看護師／保育士／教諭／自治体担当者 

   ベーシックプログラム 

  保育所・学校看護師／保育士／教諭／自治体担当者 

第 1 回 保育所・学校看護師アドバンスドプログラム 

テーマ： 保育所・学校における指導的役割を担う看護師の「役割」とは? 

日時 ： 令和 7 年 8 月 3 日（日曜日）9 時から 15 時 

場所 ： JP タワー名古屋 5 階、名古屋市立大学ミッドタウン名駅サテライト 

対象者：  午前の部：保育所・学校看護師/保育士/教諭/自治体・教育委員会担当者 

終日：指導的役割(またはリーダー役割)を担っている保育所・学校看護師 

保育士/ 教諭/ 自治体・教育委員会担当者 

 

ご取材いただける場合は、①所属名、②氏名、③メールアドレスを記載の上、事前に下記

問い合わせ先までメールにてご連絡ください。 

問い合わせ先：schnr@med.nagoya-cu.ac.jp  

なごや保育所・学校看護師エンパワメントセンター 

第 2 回 保育所・学校看護師エントリー・ベーシックプログラム 

第 1 回 保育所・学校看護師アドバンスドプログラム を開催します！ 

1ページ、別添あり 
2025年は開学 75周年 



？参加費

無料

保育所・学校看護師 エントリー・ベーシックプログラム

保育士・教諭と看護師が
協働するとは

文部科学省
ポストコロナ時代の医療人材養成拠点形成事業

※申込み者多数の場合、名古屋市立保育所・学校勤務の方を優先受付します。
※申込み者多数の場合、受付を早期に締め切ることがあります。
※対面・オンライン参加について、両方への参加申込み・参加方法の変更はできません。
※オンライン参加の場合、質疑応答には参加できません。
※プログラムの一部において、アンケート等の研究協力依頼をする場合があります。研究協力は任意です。

お問い合わせ
なごや保育所・学校看護師エンパワメントセンター
E-mail：schnr@med.nagoya-cu.ac.jp    URL：https://www.nagoya-schoolnursing.jp

午前の部 9:00～12:00 午後の部 13:00～16:30

2025. 8. 2 土

第2回

会場：JPタワー名古屋 5階
JR 名古屋駅／地下鉄東山線・桜通線 名古屋駅 徒歩約１分

導尿が必要な子どもの病態と
日常生活
だいどう医療的ケア児支援センター
センター長　田村 泉 先生

教諭と看護師が協働して行う
自立活動における導尿
鳥取県立皆生養護学校
主幹教諭　勝田 浩司 先生

担任がつくる指導計画の共有から
始まる担任と看護師の連携
医療法人財団はるたか会
植田 陽子 先生

実践報告
① 導尿が必要な子どもの保育所に
　 おける医療的ケアの実践
　  名古屋市子ども青少年局保育運営課

② 自己導尿の自立に向けた支援
　  あいち小児保健医療総合センター
　  皮膚排泄ケア認定看護師　中山 薫 先生

机上シミュレーション
「子どもが主体となれる支援を考えよう！」

名古屋葵大学　　橋本 侑美 先生
名古屋市立大学　船木 淳 先生

会場：40名

保育所・学校看護師／保育士／教諭／自治体担当者
午前の部・午後の部

会場：20名／オンライン：50名
対
象
・
定
員

エントリー

ベーシック

受講 午前の部 定員

受講 定員

お申
込みお申
込み

(TOPIC: 01・02のみ視聴可）

グループワーク

午前の部 午後の部

01
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TOPIC
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TOPIC

06
TOPIC

05
TOPIC

保育所・学校看護に興味がある看護師／保育士／教諭／自治体担当者

受
付
期
間

6.25［水］

7.17［木］

▲



保育所・学校における指導的役割を担う看護師の「役割」とは?

対象 午前： 保育所・学校看護師/保育士/教諭/自治体・教育委員会担当者

終日： 指導的役割(またはリーダー役割)を担っている保育所・学校看護師
/ 保育士 / 教諭 / 自治体・教育委員会担当者

午前の部 ：講義

１）指導的役割を担う看護師がそれぞれの職場で果たすべき役割とは

    医療法人財団はるたか会 植田陽子先生

２）指導的役割を担う看護師、教育委員会事務局の実践報告

・熊本市教育委員会事務局 江上 純子 様

・鳥取県立皆生養護学校 学校看護主幹 末葭 典子 様

・栃木県 学校看護師 コーディネーター 杉野 真紀 様

・名古屋市教育委員会事務局

午後の部 ：グループワーク

3)「これまでに対応が難しいと感じた場面とその対処」

コメンテーター 医療法人財団はるたか会 植田陽子先生

鳥取県立皆生養護学校 主幹教諭 勝田浩司先生

  ※ 申込み者多数の場合、名古屋市立保育所・学校勤務の方を優先受付します。
  ※ 申込み者多数の場合、受付を予定より早く締め切ることがあります。
  ※ プログラムの一部において、アンケート等の研究協力依頼をする場合があります。研究協力は任意です。

保育所・学校看護師
アドバンスドプログラム

第１回

文部科学省
ポストコロナ時代の医療人材養成拠点形成事業

お問合わせ

なごや保育所・学校看護師エンパワメントセンター
 Email  schnr@med.nagoya-cu.ac.jp

 URL https://www.nagoya-schoolnursing.jp

参加費

無料

対面では
日本初！！の
取り組みです！

８月３日日曜日
９時００分～１５時００分
JPタワー名古屋5階 (JR名古屋駅／地下鉄東山線・桜通線 名古屋駅 徒歩約１分)

事前申込制
（6月25日～7月17日）

定員 午前：３０名
終日：３０名

こちらのQRコードより
お申込みください
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